
r
C
…
…
…
と
じ
て
保
存
し
ま
し
し
（
う
…
…
…
（
し

広報ひゆうが

¢人

　　　・8月1日現在）

男　24，301人　75人増

女　27，522人　44人増

計51，823人119人増

世帯数
　　　14．861　　　　　．34増
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W
・

マ

曽
き

西
独
か
ら

ス
．
ポ
ー
ツ
ユ
ー
ゲ
ン
ト

体
育
セ
ン
タ
ー
で
交
歓
試
台

　
国
内
各
地
を
巡
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
日
独
親

善
を
深
め
て
い
る
ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の

一
行
十
五
人
は
、
去
る
五
日
来
市
、
勤
労
青
少
年
体

育
セ
ン
タ
ー
で
、
財
光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
：
ツ
少
女

団
。
日
向
工
業
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
し
て
交
歓
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
十
五
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
の
男
女
の
少

年
た
ち
で
、
卓
球
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
柔
道
、
空
手
な

ど
を
練
習
中
と
い
う
若
者
も
い
ま
し
た
。

　一今月の納付一
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着
匂
進
む

±
触
区
画
整
理

　
現
代
は
、
都
市
化
の
時
代
と
い
わ
れ
都
市
に
人
口
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
人
や
車
が
増
し
、
今
ま
で
の
道
路
で
は
狭
ま
く
な
る
一
方
、
住
宅
、
商

店
、
工
場
な
ど
が
混
在
し
、
市
街
地
の
環
境
は
悪
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
方
郊
外
に
目
を
む
け
る
と
道
ら
し
い
道
も
な
い
の
に
住
宅
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
ま
た
、
や
が
て
は

生
活
環
境
も
悪
く
な
り
、
消
防
車
も
入
れ
な
い
よ
う
な
密
集
地
と
な
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
将
来
こ
の
よ
う
な
悪
い
環
境
の
街
に
な
ら
な
い
よ
う
に
「
土
地
区

画
整
理
事
業
」
を
強
力
に
お
し
す
す
め
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
こ
の
「
土
地
区

画
整
理
事
業
」
に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
の
歴
史

　
日
向
市
の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

近
年
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
記
録
に
よ
る
と
日
向
市
の
前
身
で

あ
る
富
高
町
時
代
の
昭
和
十
年
八
月
、

組
合
施
行
に
よ
っ
て
、
新
高
第
一
土
地

区
画
整
理
事
業
が
行
わ
れ
た
の
が
最
初

で
、
上
町
、
本
町
、
都
町
の
街
区
が
そ

れ
で
す
。
こ
の
事
業
は
永
い
年
月
を
要

し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
八
年
八
月
に
完

成
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
十
八

年
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
制
を

し
い
て
一
部
街
区
の
追
加
事
業
が
行
わ

れ
て
現
在
の
ま
ち
に
な
っ
た
の
で
す
が

将
来
を
老
え
て
、
こ
の
大
事
業
に
取
り

組
ん
だ
往
時
の
関
係
者
の
努
力
は
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

，響
濫

’

　
つ
ぎ
の
事
業
は
、
や
は
り
組
合
施
行

で
昭
和
十
二
年
八
月
に
認
可
さ
れ
た
日

知
屋
地
区
の
一
部
の
区
画
整
理
事
業
で

し
た
が
、
戦
争
激
化
の
た
め
か
完
成
し

て
な
い
よ
う
で
す
。

　
こ
の
二
つ
が
日
向
で
の
最
初
の
土
地

区
画
整
理
事
業
で
す
。

土
地
区
画

　
整
理
事
業
と
は

「
土
地
区
画
整
理
法
」
第
二
条
は
、

「
土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
、
都
市
計

画
の
母
」
と
い
わ
れ
る
ユ
エ
ン
は
、

こ
に
あ
る
の
で
す
。

画
整
理
は
、
耕
地
整
理
と
一
般
的
に
言

わ
れ
、
根
拠
と
な
る
法
律
は
「
土
地
改

良
法
」
で
す
。

　
つ
ぎ
に
「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
は
、

「
公
共
施
設
の
整
備
改
善
と
宅
地
利
用

の
増
進
」
が
目
的
で
す
。
　
「
公
共
施
設

の
整
備
改
善
」
と
は
、
道
路
、
水
路
、
公

園
、
緑
地
な
ど
公
の
も
の
を
新
し
く
つ

く
っ
た
り
、
現
に
あ
る
も
の
を
整
備
し

た
り
す
る
こ
と
を
さ
し
ま
す
。
　
「
宅
地

利
用
の
増
進
」
は
、
す
べ
て
の
土
地
が

画
区
域
内
の
土
地
に

つ
い
て
、
公
共
施
設

の
整
備
改
善
及
び
宅

地
の
利
用
の
増
進
を

図
る
た
め
…
…
…
…

土
地
の
区
画
、
形
質

の
変
更
及
び
公
共
施

設
の
新
設
又
は
変
更

に
関
す
る
事
業
を
い

う
。
」
と
土
地
区
画

整
理
事
業
の
眼
目
を

定
め
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
規
定
し
て
あ
る

よ
う
に
土
地
区
画
整

理
事
業
は
、
ど
こ
で

も
こ
こ
で
も
行
わ
れ

る
も
の
で
な
く
、
　
「

都
市
計
画
区
域
内
の

土
地
に
つ
い
て
」
行

わ
れ
る
の
が
そ
れ
で

「
ま
ち
づ
く
り
」
の

基
本
と
な
る
事
業
で

す
。
　
「
土
地
区
画
整

理
事
業
は
、
都
市
計

　
　
　
　
　
　
　
こ

　
田
ん
ぼ
や
畑
の
区

公
道
に
面
し
、
適
正
な
奥
行
と
間
口
が

与
え
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
土
地
の
利

用
度
が
最
高
度
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

戦
災
復
興

　
昭
和
二
十
年
三
月
、
米
空
軍
に
よ
る

は
じ
め
て
の
空
襲
が
あ
り
、
爆
弾
が
投

下
さ
れ
ま
し
た
。
財
光
寺
に
海
軍
の
飛

行
場
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
連
日
の

よ
う
に
空
襲
が
あ
り
ま
し
た
。
財
光
寺

は
大
き
な
被
害
を
受
け
、
と
く
に
往
還

や
松
原
な
ど
は
、
家
が
焼
け
、
こ
わ
れ

ま
た
は
傾
き
、
直
径
十
溜
ぐ
ら
い
、
深

さ
三
～
四
渚
ぐ
ら
い
の
爆
弾
の
穴
が
い

た
る
と
こ
ろ
に
で
き
ま
し
た
。

　
戦
争
が
終
っ
て
昭
和
二
十
二
年
四
月

「
戦
災
復
興
」
と
い
う
こ
と
で
往
還
と

松
原
の
一
部
に
、
　
「
富
島
戦
災
復
興
土

地
区
画
整
理
事
業
」
が
認
可
さ
れ
、
区

画
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
面
積
は
約

十
一
万
平
方
観
と
土
地
区
画
整
理
と
し

て
は
比
較
的
小
さ
な
事
業
で
し
た
が
終

戦
後
の
荒
廃
し
た
と
き
で
あ
り
、
資
材

器
機
材
が
少
な
く
工
事
は
難
渋
し
ま
し

た
。
昭
和
二
十
五
年
七
月
、
三
年
有
余

の
歳
月
を
か
け
た
こ
の
事
業
は
完
了
し

ま
し
た
が
当
時
の
お
金
で
百
三
十
二
万

円
か
か
り
ま
し
た
。
現
在
往
還
の
県
道

を
は
さ
ん
だ
東
西
の
街
区
、
往
還
町
、

沖
町
が
そ
れ
で
す
。
昭
和
十
年
に
は
じ

め
た
「
目
高
第
一
土
地
区
画
整
理
事

業
」
と
は
発
想
は
違
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
将
来
の
整
然
と
し
た
市
街
地
、

一
一
匪
幽
す
二
Q
“
よ
㌍
り
一
一
罹
り
・
凡
げ
㌔
の
事
朔
未
4
」
し

た
。
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事

業

の

　
「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
は
、
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
が
一
般
的
に
、
市
町
村

が
行
う
も
の
と
土
地
の
所
有
者
な
ど
が

組
合
を
つ
く
っ
て
、
そ
の
組
合
が
行
う

も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

　
市
町
村
が
行
う
の
と
組
合
が
行
う
の

と
事
業
の
区
別
と
い
う
の
は
な
に
も
あ

り
ま
せ
ん
。
が
実
施
例
か
ら
み
る
と
建

物
が
あ
ま
り
建
て
込
ん
で
な
い
と
こ
ろ

．
ノ 語一一一

爺　　　　　一　一　　　　〇　　一　　　一　　　一　一　　　一一　　　　　一

方

法

の
事
業
は
組
合
施
行
が
多
く
、
市
街
地

の
建
物
が
建
て
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は

市
町
村
な
ど
の
施
行
が
多
い
よ
う
で
す

　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の

か
で
す
が
別
図
の
整
理
前
と
整
理
後
を

見
て
い
た
だ
け
れ
ば
そ
の
概
要
が
お
わ

か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

広
い
道
路
や
新
し
く
公
園
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
地
区
内
の
土
地
所
有
者
が

水路

道
路
や
公
園
用
地
と
し
て
少
し
つ
つ
出

し
合
う
こ
と
（
「
減
歩
」
と
い
う
。
）

に
よ
っ
て
で
き
ま
す
。
こ
の
減
歩
は
、
そ

の
事
業
、
受
益
の
場
所
な
ど
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
公
共
減
歩
は
普
通
十

五
響
～
二
十
上
位
が
標
準
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
園
の
下
に
「
保
留
地

」
と
い
う
土
地
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
費
用
に
あ

て
る
た
め
い
ず
れ
処
分
す
る
土
地
で
す

こ
の
保
留
地
も
出
し
合
い
を
し
ま
す
。

こ
の
減
歩
は
五
智
～
十
響
が
標
準
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
土
地
区
画

整
理
事
業
は
減
歩
が
行
わ
れ
ま
す
か
ら

謙
灘

審理整

Bさん

一一旦さ《槍脇＿
二Dさん∠＿

／
、
翻

Gさん

Aさん

鮮
幽

　：　層

，
●

Fさん

整
理
前
の
面
積
よ
り
整
理
後
の
面
積
は

多
少
す
く
な
く
な
り
ま
す
が
、
ど
の
土

地
も
一
面
は
必
ず
公
道
に
面
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
ら
利
用
価
値
は
高
く
な

り
、
街
路
は
整
然
と
な
り
、
公
園
な
ど

の
憩
の
場
所
も
で
き
、
生
活
環
境
も
よ

く
な
り
ま
す
。

　
事
業
に
要
す
る
費
用
は
、
先
の
保
留

地
処
分
も
で
す
が
国
費
、
市
費
そ
の
他

が
財
源
と
な
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

昭
和
二
十
七
年
十
月
、

♂、

公園

　
　
　
後湿

保留地

Bさん
・　

E一

E…

G

．．

j
％
．
．

Aさん

＝・・：

：・：：；．

Eさん

圏
Gさん

水路

Dさん

　
　
　
夷
九
州
開
発

の
拠
点
と
す
る
細
島

臨
海
工
業
地
帯
造
成

の
大
事
業
が
は
じ
め

ら
れ
、
サ
ン
ド
ポ
ン

プ
は
昼
夜
の
別
な
く

大
地
づ
く
り
で
フ
ル

廻
転
し
ま
し
た
。
港

湾
の
整
備
、
工
業
地

帯
の
造
成
と
と
も
に

街
づ
く
り
も
い
っ
し

ょ
に
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
県
知
事

に
申
請
し
て
い
た
「

日
向
東
部
土
地
区
画

整
理
事
業
」
は
、
昭
和

三
十
一
年
十
二
月
認

可
さ
れ
、
戦
後
に
お

け
る
「
日
向
市
ま
ち

づ
く
り
」
の
大
計
が

こ
こ
に
よ
う
や
く
躍

動
を
は
じ
め
ま
し
た

昭
和
四
十
年
三
月
、

原
町
、
鶴
町
に
続
い

て
江
良
地
区
も
事
業
が
は
じ
ま
り
、
総

面
積
百
二
十
万
平
方
餌
に
わ
た
る
日
向

東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
本
年
六

月
に
一
応
完
了
し
、
道
路
が
碁
盤
の
目

の
よ
う
に
整
然
と
東
西
に
は
し
り
、
南

北
に
通
じ
、
市
街
地
と
な
り
、
ま
ち
は

に
ぎ
や
か
に
な
り
、
人
口
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
や
部
落
が

き
れ
い
に
な
り
、
発
展
し
て
い
く
こ
と

を
願
わ
な
い
人
は
あ
り
ま
せ
ん
。

亀
崎
南
地
区
の
か
た
が
た
は
、
昭
和
四

十
三
年
十
一
月
か
ら
春
原
の
地
主
の
み

な
さ
ん
が
た
は
、
昭
和
四
十
四
年
十
咽

月
か
ら
、
ど
ち
ら
も
組
合
を
つ
く
っ
て

事
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
六
年
四
月
、
　
「
東
部
土
地

区
画
整
理
事
業
」
の
第
二
次
産
業
と
も

い
わ
れ
る
「
曾
根
土
地
区
画
整
理
事
業

」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
約
百
万
平
方

凝
の
広
さ
で
す
か
ら
、
完
成
ま
で
今
後

数
年
は
か
か
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
事

業
が
完
成
す
る
と
日
知
屋
本
郷
地
区
は

す
べ
て
街
区
が
整
然
と
な
り
、
近
代
都

市
の
基
盤
が
で
き
あ
が
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
組
合
施
行
の
大
王
西
地
区
、
尾

達
山
の
区
画
整
理
も
は
じ
ま
り
ま
し
た

大
王
西
は
五
十
「
年
、
尾
達
山
は
五
十

二
年
完
成
の
予
定
で
す
。

　
ま
だ
、
市
内
に
は
、
土
地
区
画
整
理

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
．
し
か
し
、
こ
れ
に

は
そ
の
地
区
の
み
な
さ
ん
が
た
の
絶
大

な
協
力
な
く
し
て
は
と
う
て
い
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
将

来
の
こ
と
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
え
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。



4広報ひゆうが昭和49年8月号

食
中
差
密
に
．
二
用
君

ノ
岬

－
こ
と
し
は
続
発
し
て
い
ま
す
i

　
県
内
で
は
、
七
月
以
降
、
暑
さ
が
厳

し
く
な
る
に
つ
れ
て
、
食
中
毒
が
続
発

し
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
八
月
十
日
現
在
で
十
一

件
が
発
生
、
日
向
保
健
所
管
内
で
は
、

七
月
十
一
日
初
発
か
ら
現
在
ま
で
六
件

が
発
生
し
、
総
患
者
数
は
六
十
四
人
に

達
し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
食
中
毒
の
大
部
分
は
、
魚

に
よ
る
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に
起
因
す
る
も

の
で
す
。

　
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
、
沿
岸
の
海
水
中

に
生
棲
し
、
主
に
ア
ジ
、
イ
カ
、
タ
コ

シ
ビ
、
ゲ
ン
バ
等
の
近
海
魚
介
類
を
介

し
て
食
中
毒
を
起
こ
し
（
一
次
汚
染
）

ま
た
、
汚
染
し
た
魚
お
よ
び
そ
れ
ら
を

取
り
扱
っ
た
器
具
、
容
器
等
か
ら
他
の

食
品
に
移
行
し
て
食
中
毒
を
起
こ
す
（

二
次
汚
染
）
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
発
生
時
期
は
、
海
水
温
度
が
二
十
度

以
上
に
な
る
六
月
～
十
月
が
多
く
、
潜

伏
期
は
六
～
二
十
時
間
内
外
で
、
症
状

は
発
熱
、
腹
痛
、
下
痢
、
嘔
吐
が
主
で

す
。

予
防
方
竺

一
、
魚
介
類
の
水
洗
い
を
じ
ゅ
う
ぶ
∴

に
行
う
こ
と

　
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
、
塩
分
一
～
ニ

パ
ー
セ
ン
ト
で
急
速
に
増
殖
す
る
の

で
、
真
水
へ
塩
分
を
含
ま
な
い
水
）

で
魚
体
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
洗
う
こ
と
。

（
解
体
し
た
魚
肉
に
、
う
す
塩
を
添

加
し
て
保
存
す
る
こ
と
は
腸
炎
ビ
ブ

リ
オ
を
増
殖
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
）
ま
た
魚
の
体
表
部
に
損
傷
（

キ
ズ
）
の
あ
る
魚
は
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

　
が
付
着
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

二
、
低
温
（
五
度
C
以
下
）
で
保
存
す

　
る
こ
と

　
　
魚
お
よ
び
食
品
は
、
細
菌
の
増
殖

　
を
は
か
る
た
め
低
温
（
五
度
C
｝
で

　
保
存
す
る
こ
と
。

三
、
加
熱
処
理
を
行
う
こ
と

　
　
熱
に
は
比
較
的
弱
く
、
六
十
度
C

　
で
十
五
分
内
外
で
死
滅
す
る
の
で
じ

　
ゆ
う
ぶ
ん
食
品
の
中
心
部
ま
で
熱
を

食
中
圭
畢
．
尋
孫
驚

　　

@　

@　

@
雌
婦
妊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

rP

肌
）

」
曇

畿
燭
〕

α8

藁
畠恥

　
類

　
加
え
る
こ
と
、

四
、
魚
体
調
理
後
の

容
器
、
器
具
類
、

　
と
く
に
マ
ナ
板
、

　
包
丁
等
の
洗
浄
消

　
毒
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん

　
行
う
こ
と

　
　
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

　
の
中
毒
は
、
二
次

　
汚
染
に
よ
る
も
の

　
が
六
十
パ
ー
セ
ン

　
ト
も
発
生
し
て
い

　
る
現
状
か
ら
使
用

　
し
た
容
器
、
調
理

器
具
類
の
洗
浄
、

　
消
毒
は
も
ち
論
、

　
と
く
に
木
製
マ
ム

瓶
に
つ
い
て
ま
フ
、

　
念
に
行
う
こ
と
。
洗
浄
消
毒
後
は
じ

　
ゆ
う
ぶ
ん
乾
燥
し
て
置
く
こ
と
。
　
（

　
乾
燥
も
菌
を
減
ら
す
こ
と
に
効
果
が

　
’
の
り
・
ホ
坐
ヲ
。
　
）

六
、
そ
の
他

　
　
魚
介
類
以
外
の
塩
も
み
キ
ウ
リ
、

　
い
り
卵
、
卵
焼
き
、
生
卵
、
栄
養
素

　
の
少
な
い
野
菜
で
も
食
塩
を
添
加
す

　
る
と
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
の
増
殖
が
き

　
わ
め
て
高
い
の
で
、
調
理
後
は
保
存

　
す
る
こ
と
な
く
、
速
や
か
に
摂
食
す

　
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
い
ち
度
に
大
量

　
の
食
事
を
提
供
す
る
集
団
給
食
施
設

　
等
で
は
夏
期
中
は
、
な
る
べ
く
、
な

　
ま
も
の
を
さ
け
る
よ
う
心
が
け
る
。

消
毒
方
法

驚．、

非
衛
生
的
な

　
食
n
旧
に
気
を

　
　
n
げ
↓
チ
p
“
脚
；
－
つ

目
菌
蝉
し

…
〕

、
こ

ω
煮
沸
、
熟
湯

　
　
木
製
マ
ナ
板
に
熱
湯
を
注
い
で
も

　
十
数
分
後
は
木
質
部
か
ら
腸
炎
ビ
ブ

　
リ
オ
が
浸
出
す
る
場
合
が
多
い
の
で

　
使
用
の
つ
ど
消
毒
を
行
う
。

ω
逆
性
石
け
ん

　
　
二
百
倍
液
中
に
容
器
、
器
具
類
を

　
二
十
分
以
上
浸
漬
す
る
。

㈲
次
亜
塩
素
酸
ソ
；
ダ

　
　
千
倍
～
二
千
倍
液
に
容
器
、
器
具

　
類
を
十
分
以
上
浸
漬
す
る
。
　
（
次
亜

　
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
は
蒸
発
す
る
の
で
一

　
時
間
ご
と
に
液
を
補
充
す
る
必
要
が

　
あ
る
。
）

一
〇
〇
万
円
ま
で
お
貸
し
し
ま
す

1
市
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
一

　
こ
の
制
度
は
、
市
内
に
居
住
き
れ
て

い
る
中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
が
、
設
備

資
金
や
運
転
資
金
が
必
要
な
場
合
、
そ

れ
を
ご
融
資
し
て
地
場
産
業
の
振
興
を

は
か
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。◎

ご
利
用
で
き
る
か
た
臼
市
内
に
住
所

　
の
あ
る
個
人
ま
た
は
法
人
企
業
者
の

　
み
な
さ
ん
で
、
お
申
し
込
み
の
時
ま

　
で
に
市
内
に
お
い
て
引
き
続
き
一
年

　
以
上
商
工
業
（
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む

　
）
を
営
み
、
納
期
の
到
来
し
て
い
る

　
市
税
を
完
納
し
て
い
る
か
た

◎
勘
資
限
度
・
．
二
企
業
者
一
2
『
万
円

◎
融
資
期
間
　
「
年
以
内

O
資
金
使
途
陛
事
業
経
営
上
必
要
な
運

　
転
資
金
お
よ
び
設
備
資
金

◎
償
還
方
法
1
1
】
括
ま
た
は
分
割
償
還

◎
保
証
人
け
二
名
以
上

◎
貸
し
付
け
利
率
巨
年
八
、
五
パ
ー
セ

　
ン
ト

◎
信
尾
保
料
H
全
額
（
年
○
、
八
．
∵
一

　
セ
ン
ト
）
を
市
が
負
担

◎
鞭
り
扱
い
金
融
機
関
1
一
宮
崎
銀
行
日

　
向
支
店
、
細
島
支
店
、
都
農
支
店
、

　
日
向
市
信
用
組
合
本
支
店
、
宮
崎
相

　
互
銀
行
日
向
支
店
、

　
く
わ
し
い
二
と
は
、
市
商
工
水
産
諜
、

取
り
扱
い
金
融
機
関
、
日
向
商
工
・
、
系
澱

頂
昂
に
お
た
ず
ね
く
ど
鼻
、
・
い
一
．

昭和49年8月号

＼

，
、
魎
㌧
．
、
‘
．
：
「
‘
’

’
　
　
　
　
　
　
　
。

ハ
イ
／

こ
ち
ら
は

電
話
局
で
す

広報ひゆうが5

声
は
心
の
響
き

　
「
ハ
ッ
、
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か

こ
れ
は
こ
れ
は
ど
う
も
－
」
な
ど
と
い

い
な
が
ら
、
電
話
機
の
前
で
お
じ
ぎ
を

し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　
あ
な
た
は
笑
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も

う
な
ず
き
ま
す
か
。

　
声
は
心
の
響
き
と
い
い
ま
す
。
電
話

を
通
じ
て
聞
こ
え
る
声
は
、
あ
な
た
自

身
の
人
柄
を
そ
っ
く
り
と
そ
の
ま
ま
相

手
に
伝
え
ま
す
。

　
電
話
機
の
前
で
、
お
じ
ぎ
を
す
る
よ

う
な
感
じ
の
よ
い
応
対
は
、
き
っ
と
あ

な
た
を
、
ま
た
、
お
店
の
信
用
を
高
め

る
こ
と
で
し
よ
ケ
。

ま
ち
が
い
電
話
に
も

　
　
あ
い
そ
う
よ
く

　
「
○
○
さ
ん
で
し
ょ
う
か
…
…
」
「

ち
が
い
ま
す
」
〃
ガ
チ
ャ
ン
”
こ
れ
で

は
、
ど
ち
ら
も
不
愉
快
に
な
り
ま
す
。

　
ま
ち
が
い
電
話
は
、
P
R
の
チ
ャ
ン

癒
、

⑳

ス
で
す
、
あ
い
そ
う
よ
く
、
「
ま
ち
が

い
の
よ
う
で
す
が
、
こ
ち
ら
「
×
×
で

ご
ざ
い
ま
す
…
」
と
や
わ
ら
か
く
応
対

し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
す
ま
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
、
親
切

ム
ー
ド
が
し
み
こ
み
、
あ
な
た
や
会
社

へ
の
好
感
が
い
っ
そ
う
増
そ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　
〃
ダ
イ
ヤ
ル
は
メ
モ
を
見
な
が
ら

　
　
　
　
途
中
で
休
ま
ず
に

　
　
　
　
　
　
ま
わ
し
ま
し
ょ
う
”

電
話
の
か
け
か
た

　
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
ダ
イ
ヤ
ル
は
メ
モ
を
見
な
が
ら
…
。

②
ダ
イ
ヤ
ル
は
正
し
く
、
途
中
で
休
ま

　
ず
に
…
。

③
相
手
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
し
ば
ら
く

　
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

④
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
に
は
〃
無
音
時
間
〃

　
が
あ
り
ま
す
。

⑤
〃
話
し
中
の
〃
と
き
は
、
し
ば
ら
く

　
待
っ
て
…
。

．卿 m・．●》馬」＾．．～、。’．八ハ．ぴ。．ρノ’．．．・ノリ。．．’馬。ve、へへ．・。へ

；　もうすぐ二学期

　
学
校
の
長
い
夏
休

み
も
そ
ろ
そ
ろ
終
り

に
近
づ
き
ま
し
た
。

夏
休
み
の
計
画
は
、

ど
の
程
度
ま
で
進
ん

だ
で
し
ょ
う
か
。

　
残
り
少
な
い
夏
休

み
を
お
し
む
よ
う
な

も
て
あ
ま
す
よ
う
な

何
と
も
落
ち
つ
か
な

い
こ
の
ご
ろ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
夏
休
み
に
な
っ
た

ら
…
と
、
こ
の
長
い

お
休
み
に
は
い
る
前

に
、
い
ろ
い
ろ
計
画

を
立
て
て
い
た
子
ど
も
さ
ん
た
ち
で
し

た
が
、
暑
さ
と
休
み
の
気
安
さ
か
ら
日

記
も
つ
け
ず
、
本
も
読
ま
ず
、
自
分
で

も
興
味
の
な
い
テ
レ
ビ
を
ぼ
ん
や
り
な

が
め
て
い
ま
せ
ん
か
…
。

　
宿
題
や
お
勉
強
の
進
み
ぐ
あ
い
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
…
。
お
母
さ
ん
は
、
お

子
さ
ん
の
宿
題
帳
を
点
検
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
は
、
と
く
に

体
重
、
食
欲
、
顔
色
な
ど
を
よ
く
観
察

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
と
く
に
休
み
中

毎
日
プ
ー
ル
や
水
遊
び
で
、
い
つ
の
間

に
か
眼
・
耳
・
鼻
な
ど
を
わ
る
く
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
耳
や
鼻
の
治
療
は
長
び
き
ま
す
の
で

お
勉
強
に
も
影
響
し
ま
す
か
ら
、
今
の

う
ち
に
お
医
者
さ
ん
に
診
て
も
ら
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

、
．
’
L
4
f
∵
．
・
．
で
ー
ー
．
尽
－
r
便
．
ぱ
．
．
昌
…
を
－
年
《
を
．
3
．
τ
．
ケ
、
「

　

～
灘
霧
響

　　
木
は
、
私
に
ち
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。
木
木
の

孫
ど
り
は
私
た
ち
に
い
こ
い
と
安
ら
ぎ

を
あ
た
え
て
く
れ
ま
す
。

　
市
内
に
は
多
く
の
種
類
の
木
が
生
え

て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
珍
し
い
木

大
き
い
木
、
何
十
年
も
何
百
年
も
風
雪

に
た
え
ぬ
い
た
木
、
自
然
り
猛
威
か
ら

私
た
ち
の
生
活
を
守
っ
て
い
る
木
を
紹

介
し
ま
す
。

　
み
ん
な
で
こ
れ
ら
の
木
木
を
守
り
愛

　
し
、
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
杉
」
1
1
「
す
ぎ
」

　
ス
ギ
科
ス
ギ
属
の
常
緑
高
木
。
ま
っ

す
ぐ
な
幹
を
も
ち
、
大
き
な
も
の
は
高

さ
五
十
麿
以
上
、
胸
高
直
径
五
耕
以
上

に
達
し
、
日
本
の
樹
木
中
最
大
に
な
る

　
樹
皮
は
赤
か
っ
色
で
、
縦
に
長
く
裂

け
繊
維
質
で
細
長
く
は
げ
落
ち
る
。
楕

円
状
円
錐
形
の
樹
冠
を
つ
く
り
、
先
端

は
壮
齢
ま
で
は
と
が
っ
て
い
る
が
、
成

長
が
衰
え
た
も
の
で
は
丸
く
な
る
。

　
葉
は
小
形
、
針
状
で
、
多
少
内
方
に

曲
が
り
、
基
部
へ
い
く
に
し
た
が
っ
て

太
く
な
る
。
葉
は
ら
せ
ん
状
に
密
に
並

び
、
葉
と
茎
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

　
杉
は
、
日
本
特
産
で
、
北
は
青
森
県

か
ら
南
は
九
州
の
屋
久
島
に
い
た
る
間

に
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
天
然
生
林
が
あ

～
．
｝
　
　
　
ゴ
．
　
　
　
　
　
　
一
．
、
　
♪
、
’
、
～
憲
渉
》
．
、

　
き匙

｛
、
　
亀

“
強
㌍

　
　
／
ノ
’

！
⇒

　
隔

・「L㌧V・

壁4、ヤ⊃デ

り
、
美
林
が
多
い
。
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
材
質
は
軽
軟
か
つ
粗
で
、
　
般
に
木
W

理
は
ま
っ
す
ぐ
に
割
り
ゃ
す
い
。
辺
材
．

韓
雛
蘇
麗

多
く
、
伐
採
量
が
多
い
の
で
、
材
は
最
．

熱
誹
議
翼
鴇
瓢
惣

ふ
つ
う
で
、
柱
、
板
材
と
し
て
建
築
皇

ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
用
い
ら
れ
薄

煙
輪
編
糊
鑛
讃
～

難
無
題
鉦
曇
℃
実
｛

　
日
南
地
方
の
紙
肥
杉
A
弁
甲
材
V
は
鯨

全
国
的
に
も
有
名
。
杉
は
、
市
内
で
も
赤

い
た
る
と
こ
ろ
に
植
埜
駐
・
す
く
す
　

く
と
育
っ
て
い
ま
す
。

写真は、耳川河畔の杉林

一ザ～　一チ
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6広報ひゆうが

　　熔接マン

　　　　猛暑の中で腕競う

　ことしで第19回目を迎えた熔接技術コンクール日向地区

大会は、去る5日、日向専修職業訓練校で行われました。大

会には、市内の鉄工所に勤めている人たち33人が参加…日

　　　　　　　ごろの腕を競い合いました。1位の安藤

誤
　　　　　　　彰人さん、2位の安藤昭文さん、3位の

　　　　　　　山倉高敏さんの3人が去る12日行われた

　　　　　　　県大会に出場、優秀な成績をおさめまし

彰人さん

山倉高敏

県大会に

た。

第1回手話講習会修了式

ノ
　　　　　　　　　昨年の10月25日から行われてきた「手

　　　　　　　　話講習会」は、去る8日の木曜日で40回

　　　　　　　　目を迎え、晴れて55人（男6人、女29人

）が修了、県から奉仕員証書、バッジ、講習修了書が渡さ

れました。なお、「手話講習会」は、今後も引き続き、毎

週木曜日に市役所2階委員会室で午後6時50分から行われ

ます。一般のかたもぜひ受講してください。

　日向地区危険物安全協会（河野一雄会長）は、このほど、

市に水難救助艇を寄贈しました。この救助艇は、全長約3

メートル、5馬力のエンジンを備えたスマートな3人乗り。

去る6日、関係者らが細島商業港で、初

感謙1郷尖灘∠
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水難救助艇がお目見え

切実な訴え……

　　　青少年の声をきく会

謬鍵無論＼；
勤労青少年ホームで「東旧杵地区青少年

の声をきく会」が行われました。当日は、東臼杵地区の市

町村から代表9人が参加、それぞれのテーマで発表を行い

ました。本市からは、申山甚助さんがミ明るい社会を創造

する青少年の役割§と題して発表しました。

刊新

＝図書案内＝

《

　
【
小
説
・
手
記
】

▽
暗
殺
の
年
輪
、
▽
回
想
の
ル
バ
ン
グ

▽
憂
う
つ
な
る
党
派
、
▽
明
日
へ
の
道

▽
あ
あ
軟
派
全
落
慶
、
▽
大
放
浪
、
▽

こ
が
ね
虫
た
ち
の
夜
、
▽
雪
の
炎
、
▽

小
沢
昭
一
的
こ
こ
ろ
、
▽
堕
落
、
▽
狐

狸
庵
V
S
マ
ン
ボ
ウ
、
▽
わ
が
ふ
る
き

と
は
黄
泉
の
国
、
▽
プ
ン
と
フ
ン
、
▽

虚
構
の
家
、
▽
お
せ
っ
か
い
な
神
々
、

▽
呪
い
の
家
、
▽
カ
モ
メ
の
ジ
ョ
ナ
サ

ン　
【
生
活
】

▽
小
住
宅
間
取
集
、
▽
離
乳
と
離
乳
食

▽
ヒ
ト
ラ
ー
の
心
、
▽
日
本
死
刑
史
、

▽
国
鉄
も
の
が
た
り
、
▽
古
墳
の
謎
、

▽
地
球
は
ま
あ
る
い
、
▽
銅
鐸
の
謎
、

▽
無
用
な
知
識
の
本
、
▽
狐
狗
狸
さ
ん

の
秘
密
、
▽
土
地
家
屋
の
法
律
入
門
、

▽
あ
な
た
の
先
祖
は
サ
ル
で
は
な
い
、

　
［
娯
楽
】

▽
手
づ
く
り
の
遊
び
、
▽
袋
も
の
、
▽

楽
焼
の
す
べ
て
、
▽
鎌
倉
彫
、
▽
ま
く

ら
め
編
、
▽
革
の
手
芸
、

　
【
児
童
図
書
】

▽
江
戸
川
調
歩
少
年
探
偵
全
二
十
巻
、

▽
子
ど
も
の
神
話
全
十
巻
、
▽
ど
ろ
ん

こ
さ
ぶ
、
▽
は
し
れ
！
お
く
目
号
、
フ

長
熱
く
ん
と
い
う
う
な
ぎ
の
話
、

　
　
　
　
　
　
　
一
そ
の
他
1

、
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「
家
庭
の
日
」
の
作
文
・

　
　
図
画
・
体
験
文
を
募
集

　
県
で
は
、
「
家
庭
の
日
」
の
趣
旨
を

よ
り
正
し
く
理
解
し
、
家
庭
で
の
活
発

な
実
践
を
促
す
一
助
と
し
て
、
県
内
の

小
・
申
学
校
の
児
童
・
生
徒
か
ら
作
文

図
画
（
ポ
ス
タ
ー
を
含
む
）
を
、
広
く

一
般
（
大
学
生
・
高
校
生
を
含
む
）
か

ら
体
験
文
を
募
集
し
ま
す
。

　
▽
募
集
規
定

（
1
）
作
男
の
部

　
σ
り
題
名
1
1
わ
が
家
の
「
家
庭
の
日
」

　
　
　
「
家
庭
の
日
」
の
実
践
状
況
を

　
　
描
写
し
た
も
の
、
ま
た
は
「
家
庭

　
　
の
日
」
を
実
践
し
て
よ
か
っ
た
と

　
　
い
う
感
想
を
の
べ
た
も
の
。

　
ω
字
数
1
1
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚

　
　
　
原
稿
の
は
じ
め
に
、
学
校
名
・

　
　
学
年
・
性
別
・
氏
名
・
保
護
者
の

　
　
職
業
を
明
記
す
る
。

（
2
）
図
画
の
部
（
ポ
ス
タ
ー
を
含
む

　
切
内
容
1
1
「
家
庭
の
日
」
の
体
験
を

　
　
描
い
た
も
の
、
ま
た
は
「
家
庭
の

　
　
日
」
の
普
及
啓
発
に
役
立
つ
も
の

　
ω
大
き
さ
口
四
つ
切
り
大
と
す
る
。

　
　
　
裏
面
に
学
校
名
・
学
年
・
性
別

　
　
氏
名
・
保
護
者
の
職
業
を
明
記
す

　
　
る
。

（
3
）
体
験
文
の
部

　
σ
う
題
名
”
わ
が
家
の
「
家
庭
の
日
」

　
　
　
「
家
庭
の
日
」
の
実
践
状
況
を

　
　
描
写
し
た
も
の
、
ま
た
は
「
家
庭

　
　
の
日
」
を
実
践
し
て
よ
か
っ
た
と

　
　
い
う
感
想
を
の
べ
た
も
の
。

　
ω
字
数
ほ
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

　
　
以
内
。

　
　
　
原
稿
の
は
じ
め
に
、
住
所
・
性

　
　
別
・
氏
名
・
年
令
・
職
業
（
大
学

　
　
生
・
高
校
生
に
あ
っ
て
は
学
校
名

　
　
お
よ
び
学
年
）
を
付
記
す
る
。

▽
締
め
切
り
日
1
1
昭
和
四
十
九
年
九
月

　
二
十
日

▽
送
り
先
朧
〒
八
八
○
、
宮
崎
市
橘
通

　
り
東
二
丁
目
十
番
「
号
、
宮
崎
県
企

　
画
調
整
部
青
少
年
対
策
室
内
、
宮
崎

　
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
事
務
局

▽
そ
の
他
1
1
入
賞
者
に
つ
い
て
は
、
十

　
月
末
ま
で
に
発
表
し
通
知
し
ま
す
。

　
入
賞
者
に
は
、
賞
状
お
よ
び
記
念
品

　
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

八
月
の
税
務

◎
特
別
土
地
保
有
税
の
申
告
納
付
に
つ

　
い
て

　
昭
和
四
十
九
年
度
の
特
別
土
地
保
有

税
の
「
取
得
分
」
の
申
告
納
付
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

▽
昭
和
四
十
九
年
七
月
一
日
前
一
年
以

　
内
の
土
地
の
取
得
に
お
い
て
、
基
準

　
面
積
が
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
へ
約
五

　
反
歩
）
以
上
を
取
得
さ
れ
た
か
た
は

　
今
月
末
ま
で
に
申
告
納
付
す
る
こ
と

　
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ

　
と
は
、
市
税
務
課
に
ご
相
談
の
う
え

　
期
日
ま
で
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

　
だ
さ
い
。

◎
水
利
地
益
税
の
申
告
に
つ
い
て

　
食
糧
の
需
給
調
整
等
に
よ
っ
て
、
農

家
の
み
な
さ
ん
の
耕
作
面
積
に
異
動
が

生
じ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
の
で

昭
和
四
十
九
年
の
水
利
地
益
税
の
課
税

に
お
い
て
、
関
係
の
各
納
税
義
務
者
に

申
告
書
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
ご
記
入
の
う
え
、
つ
ぎ
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
日
1
1
八
月
末
日

▽
提
出
先
一
市
税
務
課
市
民
税
係

警
察
官
（
高
校
卒
）
募
集

　
県
人
事
委
員
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
警
察
官
（
高
校
卒
）
を
募
集
し
ま
す

▽
採
用
予
定
数

　
　
。
宮
崎
県
約
四
十
人
。

　
　
・
そ
の
他
の
都
府
県
約
六
十
人
。

▽
試
験
日
口
昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十

　
七
日
（
日
曜
日
）

▽
受
け
付
け
期
犀
川
昭
和
四
十
九
年
八

　
月
二
十
七
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で

▽
受
験
資
格

　
①
昭
和
二
十
ご
年
四
月
二
日
か
ら
昭

　
　
和
三
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

　
　
ま
れ
た
男
子
。

　
②
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
必

　
　
要
と
し
ま
す
。

▽
試
験
地
1
1
宮
崎
市
、
都
城
市
、
延
岡

　
市
、
日
南
市

▽
申
し
込
み
用
紙
請
求
先
腿
日
向
警
察

　
署
警
務
係

　
申
し
込
み
書
提
出
先
一
1
宮
崎
県
人
事

委
員
会
ま
た
は
日
向
警
察
署

「
簡
保
の
資
金
」
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　
郵
便
局
で
は
、
い
ま
、
第
六
回
「
簡

保
の
資
金
」
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
ー
1
年
忌
資
金
融
資
施
設
（
学

　
校
、
公
園
、
公
営
住
宅
、
道
路
、
港

　
湾
、
市
場
、
観
光
施
設
な
ど
）
を
題

　
材
と
し
た
明
る
い
作
品
。

　
※
融
資
施
設
は
日
向
郵
便
局
で
お
た

　
　
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▽
サ
イ
ズ
”
白
黒
は
四
つ
切
り
、
カ
ラ

　
…
は
ス
ラ
イ
ド
三
十
五
ミ
リ
以
上
い

　
ず
れ
も
単
写
真
に
限
り
ま
す
。

▽
作
品
の
受
け
付
け
1
1
日
向
郵
便
局
の

　
貯
金
保
険
課
窓
口

▽
受
け
付
け
期
間
1
1
昭
和
四
十
九
年
九

　
月
十
四
日
ま
で

▽
賞
1
一
優
秀
な
作
品
に
は
、
賞
が
贈
ら

　
れ
ま
す
。

▽
そ
の
他
1
1
く
わ
し
い
こ
と
は
、
日
向

　
郵
便
局
の
貯
金
保
険
課
（
電
話
②
二

　
四
四
二
番
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
き
い

昭
和
五
十
年

歌
会
始
の
お
題
は
「
祭
り
」

　
昭
和
五
十
年
歌
会
始
の
お
題
は
「
祭

り
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

【
注
】
歌
句
に
「
祭
（
き
い
）
」
と
よ

　
み
込
ん
で
も
よ
く
、
活
用
形
と
し
て

　
用
い
て
も
よ
い
。
ま
た
「
祀
（
ま
つ

　
る
）
と
い
う
文
字
を
用
い
て
も
差
し

　
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
．
．

　
　
な
お
、
祭
り
の
情
景
が
う
た
い
込

　
ま
れ
て
い
れ
ば
、
　
「
祭
り
」
の
文
字

　
が
な
く
て
も
差
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ

　
ん
。

　
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
「
人
一
首

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
詠
進
の
期
閤
は
、
九
月
一
日
か
ら
十

月
十
一
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は

消
印
が
十
月
十
一
日
ま
で
の
も
の
を
有

効
と
し
ま
す
。

　
郵
便
の
あ
て
先
は
、
　
「
〒
一
〇
〇
東

京
都
千
代
田
区
千
等
星
一
番
一
号
、
宮

内
庁
」
と
し
で
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、

住
所
、
氏
名
を
書
き
、
二
十
円
切
手
を

は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
添
え
て
、
九
月

末
日
ま
で
に
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
消
費
実
態
調
査
に

　
　
　
　
ご
協
力
く
た
さ
い

　
九
月
一
日
か
ら
三
ヵ
月
間
、
全
国
消

費
実
態
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
．
、

　
家
計
簿
に
毎
日
の
収
入
と
支
出
の
内

容
を
記
入
し
て
も
ら
う
方
法
に
よ
っ
て

家
計
の
実
態
を
調
査
し
、
国
民
の
生
活

状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を

明
ら
か
に
し
ま
す
。
こ
の
意
味
で
全
国

消
費
実
態
調
査
は
、
　
「
家
計
の
国
勢
調

査
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
が
近
日
中
に
み
な
さ
ん
の
家

庭
に
家
計
簿
の
記
入
に
お
願
い
に
あ
が

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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通
信
訓
練
講
座
で

　
　
　
　
技
能
士
に
〃

　
職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
技
能
労
働

者
が
技
能
の
裏
付
け
と
な
る
専
門
的
知

識
を
通
信
訓
練
制
度
に
よ
り
修
得
す
る

講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
の
修
了
者
に
は
、
二
級
技

能
検
定
学
科
試
験
免
除
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。

▽
募
集
科
1
1
配
管
、
板
金
、
金
属
塗
装

　
等
二
十
九
訓
練
科

▽
受
講
資
格
1
1
学
歴
、
年
令
、
性
別
不

　
問
、

▽
訓
練
期
間
随
一
力
年
（
申
し
込
み
随

　
時
）

▽
受
講
料
1
1
四
千
円
。

▽
そ
の
他
1
1
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

　
は
、
宮
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
（

　
宮
崎
市
大
字
恒
久
四
、
二
四
一
番
地

　
電
話
1
1
0
九
八
五
1
毒
一
．
五
＝
番

　
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
職
員
の

　
任
用
資
格
試
験
に
つ
い
て

　
事
務
職
員
、
土
木
技
術
職
員
、
保
母

（
い
ず
れ
も
若
干
名
）
の
任
用
資
格
試

験
を
つ
ぎ
の
要
領
で
行
い
ま
す
。

▽
第
一
次
試
験

　
・
期
日
1
1
十
月
六
日
（
日
）

　
・
場
所
“
富
島
中
学
校

　
。
試
験
科
目
1
1
国
語
、
社
会
、
数
学

▽
第
二
次
試
験

　
。
期
日
1
1
十
月
二
十
四
日
（
木
）

　
。
場
所
1
1
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
。
試
験
科
目

　
　
　
事
務
職
1
1
作
文
、
面
接

　
　
　
技
術
職
・
保
母
一
1
専
門
、
面
接

▽
資
格
目
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
以

　
降
に
出
生
し
た
人
で
、
高
校
卒
業
ま

　
た
は
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
。

　
技
術
職
は
、
高
校
の
専
門
課
程
卒
業

　
ま
た
は
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

　
保
母
は
、
そ
の
資
格
を
取
得
し
て
い

　
る
人
ま
た
は
昭
和
五
十
年
三
月
末
ま

　
で
に
取
得
す
る
見
込
み
の
人
。

▽
申
し
込
み
期
間
1
1
九
月
「
日
か
ら
九

　
月
末
日
ま
で

▽
受
験
手
続
き
、
そ
の
他
く
わ
し
く
は

市
人
事
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

盛
大
だ
っ
た

　
市
民
供
養
盆
お
ど
り
大
会

　
こ
と
し
は
、
七
夕
ま
つ
り
は
差
止
に

な
り
ま
し
た
が
、
代
っ
て
〃
日
向
市
供

養
盆
お
ど
り
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
”
が
、

去
る
十
七
日
、
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
上
町
、
本
町

田
町
の
商
店
街
路
上
に
設
置
さ
れ
た
〃

や
ぐ
ら
〃
の
下
で
行
わ
れ
、
各
地
域
代

表
の
踊
り
子
が
、
や
ぐ
ら
太
鼓
に
合
わ

せ
て
、
夏
の
夜
を
い
つ
ま
で
も
踊
り
つ

づ
け
て
い
ま
し
た
。

　
特
別
福
祉
手
当
お
よ
び

　
（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当

　
に
つ
い
て

　
こ
と
し
の
九
月
か
ら
、
新
し
く
〃
特

別
福
祉
手
当
〃
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
特
別
福
祉
手
当
は
、
重
度
の
身

体
障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
一
、
二
級

程
度
）
と
重
度
の
精
神
薄
弱
が
重
複
し

特
別
な
介
護
を
要
す
る
在
宅
重
症
心
身

障
害
児
（
者
）
の
父
母
等
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
手
当
額
は
、
月
額
三
千
円
で
、

年
三
回
目
九
月
、
「
月
、
五
月
）
に
分

け
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
、
九

月
ま
で
に
所
定
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
支
給
さ
れ
て
お
り
ま
す

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
二
十
歳
未
満
の

重
度
身
体
障
害
児
ま
た
は
重
度
の
精
神

薄
弱
児
の
父
母
等
に
支
給
）
は
、
九
月

か
ら
月
額
一
万
千
三
百
円
に
増
額
さ
れ

ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
～
死
亡
、

遺
棄
、
未
婚
等
の
母
子
家
庭
で
、
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童
の
母
等
に
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
九
月
か
ら
は
二
十
歳

未
満
の
障
害
児
の
い
る
母
子
家
庭
等
に

も
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
手
当
額

は
月
額
九
千
八
百
円
に
増
額
さ
れ
ま
す

　
く
わ
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

　
日
本
住
宅
公
団

　
　
　
特
定
分
譲
住
宅
ご
案
内

　
日
本
住
宅
公
団
で
は
、
つ
ぎ
の
要
領

に
よ
り
特
定
分
譲
住
宅
譲
受
人
の
募
集

を
行
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
資
格
撹
会
社
等
の
法
人
ま

　
た
は
事
業
を
営
む
個
人
で
、
そ
の
従

　
業
員
に
住
宅
を
貸
与
ま
た
は
譲
渡
し

　
よ
う
と
す
る
も
の
。

▽
申
し
込
み
戸
数
お
よ
び
構
造
1
1
一
団

　
地
六
戸
以
上
（
単
身
寮
は
十
二
人
以

　
上
）
で
原
則
と
し
て
耐
火
構
造
で
あ

　
る
こ
と
。
な
お
、
店
舗
、
事
務
所
、

　
倉
庫
等
を
住
宅
と
併
設
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

▽
申
し
込
み
受
け
付
け
腫
昭
和
四
十
九

　
年
九
月
三
十
日
ま
で
。

▽
申
し
込
み
先
1
1
宮
崎
県
土
木
部
建
築

　
課

▽
利
用
で
き
る
公
団
資
金
限
度
額

　
。
住
宅
1
1
＝
　
当
り
、
二
百
二
十
七

　
　
万
円
～
四
百
二
十
「
万
円

九
月
中
の
在
宅
医

　
。
宿
舎
（
単
身
寮
）
雑
一
人
当
り
、

　
　
八
十
三
万
円
～
百
三
十
六
万
円
、

　
。
施
設
（
事
務
所
、
店
舗
、
倉
庫
等

　
　
）
”
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
、
三

　
　
万
六
千
円
～
四
万
円

　
※
金
額
の
差
は
、
企
業
規
模
等
の
相

　
　
違
に
よ
る
も
の
で
す
。

▽
割
賦
利
息
1
1
年
八
、
九
パ
ー
セ
ン
ト

▽
そ
の
他
1
1
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

　
は
、
県
土
木
部
建
築
課
に
お
た
ず
ね

　
く
だ
さ
い
。

月
　
　
　
日

九
月
　
一
　
日

病
　
　
（
医
）

名

山
　
　
話
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月
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日
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ケ　；

　田岡
尻

医医医
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九
月
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十
三
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一

　
　
　
　
　
　
一

田i山捕

中　1

（口上眼1

医医医

院院院

九
月
二
十
九
日

鮫児佐

島玉四
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院院院
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